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アンケート概要

■テーマ：『学習指導要領改訂案を踏まえた小学校の英語教育に関するアンケート』

■対象： 小学校の現役教員 206名

■調査方法：インターネットによる調査
■調査会社：株式会社マクロミル

≪回答者属性（ご参考）≫



設問1

■小学校英語教育の早期化（3-4年生への外国語活動前倒し）について

Q1：「外国語活動」を3-4年生に前倒しすることについて、あなたの考えにもっとも近いもの
を選んでください。

【コメント】
・前倒しするにあたっての授業内容の移行について、
「そのまま移行するのは難しい」との回答が半数に。

・「多少アレンジが必要」との回答と合わせると、
9割以上が何らかの調整が必要と考えていることがわ
かる結果に。



設問2

■小学校英語教育の早期化（3-4年生への外国語活動前倒し）について

Q2：（Q1で「難しい」「多少アレンジが必要」と回答した方に）
3-4年生に「外国語活動」を行う上で、追加・変更したほうがよいと思う内容を選んでください。

【コメント】
・「ネイティブスピーカーとのコミュニケーションを増やす」という回答が115名でトップに。

・「絵本やDVDなどの視覚教材（113名）」「歌やダンスなど活動的な内容（104名）」も僅差で続く。

※「最も追加・変更した ほうが良いと思う内容」のスコアで降順ソート　 

実際に英語を使うためのネイティブ・スピーカーとのコミュニケーションを増やす

英語に慣れ親しむために歌やダンスなど活動的な内容をさらに増やす

視覚教材である絵本やDVDなど見たり聞いたりできるコンテンツを増やす

ICT教育やプログラミング教育とリンクさせるためにタブレット端末等を使った
授業支援ソフトの活用

文字指導のためのフォニックスを取り入れる

その他

115名（61.5%）

104名（55.6%）

113名（60.4%）

69名（36.9%）

52名（27.8%）

6名（3.2%）

60名（32.1%）

44名（23.5%）

38名（20.3%）

23名（12.3%）

16名（8.6%）

6名（3.2%）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

追加・変更したほうが

良いと思う内容

最も追加・変更した

ほうが良いと思う内容



設問３

■小学校英語教育の5－6年次の「教科化」について

Q３：教科化が児童に与える影響について不安に思っていることを選んでください。

【コメント】
・不安に思うこととしては「読み・書きまで追加されることの負担（138名）」「学習時間の増加による児童
への負担（137名）」「評価がつくことで苦手意識がついてしまうのではないか（136名）」が僅差でトッ
プ３に並ぶ結果に。

※「最も不安に思っていること」のスコアで降順ソート　 

学習時間の増加による児童への負担

評価がつくことで苦手意識がついてしまうのではないか

「読み」「書き」まで追加されることの負担

教科化しても話す機会がないため
英語力が身につかず意味がない

他教科の習得がおろそかにならないか

暗記教科になって、コミュニケーションの本質が失われるのではないか

中学入学以前に児童間の
能力に大きく差が出てしまわないか

中学受験のための英語になってしまうのではないか

その他

特にない

137名（66.5%）

136名（66.0%）

138名（67.0%）

93名（45.1%）

91名（44.2%）

62名（30.1%）

74名（35.9%）

52名（25.2%）

3名（1.5%）

7名（3.4%）

57名（27.7%）

45名（21.8%）

38名（18.4%）

26名（12.6%）

19名（9.2%）

5名（2.4%）

4名（1.9%）

3名（1.5%）

2名（1.0%）

7名（3.4%）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

児童に与える影響について

不安に思っていること

最も不安に思っていること



設問４

■小学校英語教育の5－6年次の「教科化」について

Q４：（教科化されるにあたり）授業を実施する上で不安に思っていることを選んでください。

【コメント】

「最も不安」に思っていることは、
「授業時間の確保」（55名）がトップに。

・複数回答では、授業を実施する上での不安は
「自身の英語力」 （136名）がトップに。

※「最も不安に思っていること」のスコアで降順ソート　 

指導法や授業内容について相談できる人がいない

その他

特にない

授業時間の確保

自身の英語力

自身の教材研究時間の確保

教材準備やALTとの打ち合わせ時間の確保

自身の指導力

他の教科への影響（授業コマ数の変更など）

授業内容についていけなくなった児童のフォロー

児童の評価の仕方

（外国語活動にはなかった）「読み」「書き」の指導

中学校との連携

131名（63.6%）

136名（66.0%）

132名（64.1%）

122名（59.2%）

100名（48.5%）

83名（40.3%）

80名（38.8%）

105名（51.0%）

79名（38.3%）

39名（18.9%）

39名（18.9%）

2名（1.0%）

6名（2.9%）

55名（26.7%）

32名（15.5%）

30名（14.6%）

21名（10.2%）

18名（8.7%）

13名（6.3%）

11名（5.3%）

10名（4.9%）

6名（2.9%）

2名（1.0%）

1名（0.5%）

1名（0.5%）

6名（2.9%）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業を実施する上で不安

に思っていること

最も不安に思っていること



設問５

■授業時間の確保について

Q５：授業時間の確保には弾力的な授業時間の設定や時間割編成が必要とされていますが、現在、
議論に上がっているなかで、どのような方法が最も現実的と思いますか？

【コメント】
・現在議論に挙がっている方法の中では、
「短時間学習の活用」が52名でトップに。

・ただし、「いずれも現実的ではない」という否
定的な意見が半数を占める結果に。



設問6

■授業時間の確保について

Q6：「短時間学習（モジュール学習）」で英語を教えることの効果についてどう思いますか？

【コメント】
・短時間学習が（「教材・方法次第で」という回
答含め）効果を出せる可能性があると考えている
先生が115名と半数を超える結果に。

・一方、どんな方法であれ効果を出すのは難しい
という先生も69名と約1/3に上るなど、意見が割
れる結果に。



設問７

■授業時間の確保について

Q７：「短時間学習（モジュール学習）」の活用の現実性について、不安に思うことはあります
か？

【コメント】
・不安に思うことのトップは「準備時間の確
保など教員の負担が大きい」（134名）。

・以下、「時間の確保」「教えるノウハウ」
「児童の負担増」「研修が充実していない」
など、どの選択肢も90名以上の票を獲得す
るなど、「短時間学習」に対する不安が大き
い模様。

※「最も不安に思うこと」のスコアで降順ソート　 

準備時間確保など教員の負担が大きい

他教科との兼ね合いで時間の
確保が難しいと思う

短時間で英語を学ばせるノウハウがない

授業時間の増加は児童の負担が大きい

スキルを学ぶ研修が充実していない

あてはまるものはない

134名（65.0%）

107名（51.9%）

94名（45.6%）

94名（45.6%）

90名（43.7%）

14名（6.8%）

79名（38.3%）

35名（17.0%）

30名（14.6%）

30名（14.6%）

18名（8.7%）

14名（6.8%）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

不安に思うこと

最も不安に思うこと



設問8

■授業運営について

Q８：ご自身の英語力について、どのようにお考えですか。

【コメント】
・「自信がない」派が131名となり、6割以
上が、英語を指導する上で不安を持っている
という結果に。

(n=206)

自信がある

6名（2.9%）

どちらかといえば

自信がある

（児童向けに指導を

する程度には問題

ないと思う）
69名（33.5%）

どちらかといえば

自信がない
（場合によっては指

導に支障をきたす可

能性があると思う）
74名（35.9%）

まったく自信がない

57名（27.7%）



設問９

■授業運営について

Q9： 「聞くこと」「読むこと」「話すこと（やり取り）」「話すこと（発表）」「書くこ
と」の5つの領域について小学校英語で特に重点的に教えるべきだと思うことを選んでください。
また、小学校英語で特に教えるのが難しいと思うことを選んでください。

(n=206)

特に重点的に教えるべき
だと思うこと

聞くこと

59名（28.6%）

読むこと

3名（1.5%）
話すこと（やり取り）

128名（62.1%）

話すこと（発表）

7名（3.4%）

書くこと

9名（4.4%）

(n=206)

特に教えるのが
難しいと思うこと

聞くこと

29名（14.1%）

読むこと

13名（6.3%）

話すこと（やり取り）

80名（38.8%）

話すこと（発表）

29名（14.1%）

書くこと

55名（26.7%）



設問１０

■授業運営について

Q10：授業の質を担保するために必要だと思うことを選んでください。

【コメント】
・トップは「英語が苦手な教員でも授業運
営できる教材の開発」で147名と7割を超
える結果に。

・以下、「ALTの増員」（135名）、「研
修制度の充実」（130名）と続く結果に。

※「最も必要だと思うこと」のスコアで降順ソート　 

ALTの増員

英語が苦手な教員でも授業運営できる
教材の開発

教員の研修制度の充実

移行期間の拡張（2020年からではなく）

その他

135名（65.5%）

147名（71.4%）

130名（63.1%）

77名（37.4%）

5名（2.4%）

71名（34.5%）

63名（30.6%）

42名（20.4%）

25名（12.1%）

5名（2.4%）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業の質を担保するため

に必要だと思うこと

最も必要だと思うこと

※「最も必要だと思うこと」のスコアで降順ソート　 

ALTの増員

英語が苦手な教員でも授業運営できる
教材の開発

教員の研修制度の充実

移行期間の拡張（2020年からではなく）

その他

135名（65.5%）

147名（71.4%）

130名（63.1%）

77名（37.4%）

5名（2.4%）

71名（34.5%）

63名（30.6%）

42名（20.4%）

25名（12.1%）

5名（2.4%）

0% 20% 40% 60% 80% 100%

授業の質を担保するため

に必要だと思うこと

最も必要だと思うこと


